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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月20日(2015.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）レオロジー測定に基づいて７，０００，０００の概略分子量を有する少なくとも
１種のポリエチレンオキシド、および
　（２）オピオイド鎮痛薬から選択される少なくとも１種の活性薬剤を含む組成物を含有
する持続放出性マトリックス製剤であって、
　前記オピオイド鎮痛薬が、コデイン、モルフィン、オキシコドン、ヒドロコドン、ヒド
ロモルフォン、オキシモルフォン、これらの薬学上許容される塩、水和物および溶媒和物
、並びに上記のいずれかの混合物からなる群から選択され、
　前記組成物が、少なくとも９０重量％の、レオロジー測定に基づいて７，０００，００
０の概略分子量を有するポリエチレンオキシドを含む、前記持続放出性マトリックス製剤
。
【請求項２】
　前記オピオイド鎮痛薬が、ヒドロコドン、その薬学上許容される塩、水和物または溶媒
和物である、請求項１に記載の持続放出性マトリックス製剤。
【請求項３】
　前記オピオイド鎮痛薬が、ヒドロコドンの薬学上許容される塩である、請求項１に記載
の持続放出性マトリックス製剤。
【請求項４】
　前記オピオイド鎮痛薬が、ヒドロコドンの薬学上許容される酸塩である、請求項１に記
載の持続放出性マトリックス製剤。
【請求項５】
　前記オピオイド鎮痛薬が、ヒドロコドンの薬学上許容される有機酸塩である、請求項１
に記載の持続放出性マトリックス製剤。
【請求項６】
　前記オピオイド鎮痛薬が、ヒドロコドンの薬学上許容される酒石酸塩である、請求項１
に記載の持続放出性マトリックス製剤。
【請求項７】
　前記組成物が、更にステアリン酸マグネシウムを含む、請求項１から６のいずれかに記
載の持続放出性マトリックス製剤。
【請求項８】
　前記組成物が、更に微細結晶性セルロースを含む、請求項１から７のいずれかに記載の
持続放出性マトリックス製剤。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれかに記載の持続放出性マトリックス製剤を含む持続放出性固形
経口医薬剤形。
【請求項１０】
　錠剤の形態である、請求項９に記載の持続放出性固形経口医薬剤形。
【請求項１１】
　層を重ねた錠剤の形態である、請求項９または１０に記載の持続放出性固形経口医薬剤
形。
【請求項１２】
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　前記持続放出性マトリックス製剤が、前記層を重ねた錠剤中の一つの層に含まれる、請
求項１１に記載の持続放出性固形経口医薬剤形。
【請求項１３】
　前記医薬剤形の中に前記オピオイド鎮痛薬の即時放出部分を更に含む、請求項９から１
２のいずれかに記載の持続放出性固形経口医薬剤形。
【請求項１４】
　更にコーティングを含む、請求項９から１３のいずれかに記載の持続放出性固形経口医
薬剤形。
【請求項１５】
　Ｏｐａｄｒｙ（商標）フィルムコーティングを更に含む、請求項９から１３のいずれか
に記載の持続放出性固形経口医薬剤形。
【請求項１６】
　持続放出形態のオピオイド鎮痛薬の第１部分と、即時放出形態のオピオイド鎮痛薬の第
２部分とを含む、請求項９から１５のいずれかに記載の持続放出性固形経口医薬剤形。
【請求項１７】
　疼痛治療用医薬を製造するための、請求項９から１６のいずれかに記載の持続放出性固
形経口医薬剤形の使用。
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